
けやき公園

　
消
防
団
の
人
員
と
服
装
を
町
長
が
点
検

し
ま
す
。
2
0
1
人
の
団
員
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
気
合
い
の
入
っ
た
行
動
を
お
見
せ
し

ま
す
。

　
ま
た
、
11
部
対
抗
で
消
防
ポ
ン
プ
車
の

操
作
方
法
を
競
い
ま
す
。
き
び
き
び
と
し

た
動
き
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

■
時
間
／
8
時
〜
12
時

■
場
所
／
役
場
駐
車
場

②
夏
季
点
検
・
消
防
ポ
ン
プ
車
の

　
操
法
競
技
会

芳
賀
町
消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
総
務
課
地
域
安
全
対
策
係
☎
0
2
8（
6
7
7
）6
0
2
9

　
町
消
防
団
で
は
、火
災
を
想
定
し
た

出
動
訓
練
・
中
継
放
水
訓
練
と
夏
季
点

検
・
消
防
ポ
ン
プ
車
の
操
法
競
技
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
万
が
一
の
火
災
や
災
害
の
発
生
に
備

え
、住
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を

守
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
訓

練
を
重
ね
て
い
る
消
防
団
員
の
様
子
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
芳
賀
高
根
沢
工
業
団
地
内
の
建
物
火
災

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、午
前
6
時

に
訓
練
が
始
ま
り
ま
す
。
消
防
団
と
真
岡

消
防
署
の
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

出
動
し
ま
す
。

■
時
間
／
6
時
〜
7
時

■
場
所
／
芳
賀
高
根
沢
工
業
団
地
内
企
業

①
出
動
訓
練
・
中
継
放
水
訓
練

かしの森公園

㈱本田技術研究所
火点

ホンダ
エンジニアリング㈱
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7
月
3
日（
日
）に
、
芳
賀
郡
1
市
4
町
の

代
表
が
集
ま
る
県
消
防
協
会
芳
賀
支
部
消
防

操
法
大
会
が
、
真
岡
市
八
条
の
公
設
芳
賀
地

方
卸
売
市
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
町
代

表
は
第
2
分
団
第
3
部（
芳
志
戸
）で
す
。

●
部
　
長
　
髙
𣘺
　
政
則

●
指
揮
者
　
阿
久
津
喜
行

●
1
番
員
　
赤
羽
　
康
隆

●
2
番
員
　
齋
藤
　
　
舜

●
3
番
員
　
田
中
　
芳
成

●
4
番
員
　
菊
地
　
伸
哉

髙
𣘺
政
則
部
長
の
コ
メ
ン
ト

 

４
月
か
ら
練
習
を
重
ね
、
大
会
本
番
で
は

悔
い
の
な
い
操
法
を
披
露
で
き
る
よ
う
、
選

手
、
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
臨
み
ま
す
の
で
、

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
の
た

め
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
消
防
団
活
動

へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
併
せ
て
お
願
い
し

ま
す
。

第
51
回
芳
賀
支
部
消
防
操
法
大
会

期
日  

6
月
12
日（
日
）

時
間  

6
時
〜
12
時

［敬称略］

～第2分団第3部 出場選手の紹介～

▲左から部長、指揮者、1番員、2番員、3番員、4番員
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問建設課管理係 ☎028（677）6019
道路管理のお願い

地籍調査を実施します

●
樹
木
が
道
路
を
覆
っ
た
り
、
道

路
に
は
み
出
し
た
り
し
て
い
る
と
、

交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
枝
が
落
下
し
、

通
行
人
に
け
が
を
負
わ
せ
た
り
、

車
を
破
損
さ
せ
た
り
し
た
場
合
、

損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。

●
路
肩
の
芝
草
な
ど
に
除
草
剤
を

多
用
す
る
と
、
道
路
に
土
砂
が
流

れ
出
た
り
、
舗
装
が
崩
れ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
す
。
道
路
の
延
命
と

美
し
い
道
路
環
境
を
守
る
た
め
に
、

除
草
剤
の
多
用
を
避
け
、
草
刈
り

に
よ
る
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
農
機
具
な
ど
に
付
着
し
た
泥
を

道
路
に
落
と
し
た
ま
ま
に
す
る
と
、

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
周
辺
の
方
の
迷
惑

に
も
な
り
ま
す
。
泥
を
落
と
さ
な

い
よ
う
ご
注
意
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
落
と
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
保

つ
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問建設課地籍調査係☎028（677）6097

　
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

地
籍
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
と
は
、
土
地
に
関
す

る
戸
籍
調
査
と
も
い
わ
れ
て
お

り
、
土
地
の
所
有
者
・
地
番
・

地
目
・
境
界
・
面
積
に
つ
い
て
、

一
筆
ご
と
に
調
査
や
測
量
を
行

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
大
字
東
水
沼
、

西
水
沼
の
一
部
を
実
施
し
ま
す
。

【今年度事業対象地区】
大字東水沼、西水沼の一部

　
正
確
な
調
査
を
行
う
た
め

に
は
、
関
係
者
の
立
ち
会
い

の
も
と
境
界
を
確
認
す
る
な

ど
、
土
地
所
有
者
の
協
力
が

必
要
で
す
。
調
査
に
関
し
て
、

費
用
の
個
人
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

9 広報はが  平成28年6月号


